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平
成
三
十
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

忘
れ
て
な
い
？

　
サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に

　
　
　
　
　

火
の
確
認

ポ　ン　プ　車　の　部
種別 都道府県名 所属団名 第一線 第二線 合計タイム 総合得点
優　勝 栃木県 益子町消防団 51.89秒 60.89秒 112.78秒 183.00点
準優勝 富山県 砺波市消防団 52.31秒 61.97秒 114.28秒 177.50点
〃 茨城県 古河市消防団 50.64秒 61.16秒 111.80秒 177.00点
〃 鳥取県 米子市消防団 50.56秒 59.38秒 109.94秒 174.50点

敢闘賞 秋田県 大潟村消防団 52.05秒 65.55秒 117.60秒 158.00点

小型ポンプの部
種別 都道府県名 所属団名 タイム 総合得点
優　勝 滋 賀 県 日野町消防団 40.72秒 91.0点
準優勝 鹿児島県 長島町消防団 42.34秒 89.5点
〃 兵 庫 県 福崎町消防団 41.09秒 89.0点
〃 岐 阜 県 下呂市消防団 41.73秒 88.5点

　

第
二
六
回
全
国
消
防
操
法
大
会
は
一
〇

月
一
九
日(

金)

、
富
山
県
広
域
消
防
防
災

セ
ン
タ
ー(

富
山
県
富
山
市)

に
お
い
て
、

全
国
四
七
都
道
府
県
か
ら
ポ
ン
プ
車
の
部

に
二
三
消
防
団
と
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
二

五
消
防
団
が
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
開
催
さ
れ

ま
し
た
。(

開
催
地
は
二
種
目
に
出
場)

第
二
六
回　

全
国
消
防
操
法
大
会

大
潟
村
消
防
団
大
健
闘

　

今
年
結
団
五
〇
周
年
を
迎
え
た
大
潟
村

消
防
団
は
、
ポ
ン
プ
車
部
門
の
秋
田
県
代

表
と
し
て
は
七
期
連
続
の
出
場
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
年
の
出
場
隊
は
、
一
番
員
か
ら
三
番

員
ま
で
二
〇
代
の
若
い
メ
ン
バ
ー
を
そ
ろ

え
大
会
に
臨
み
、
大
健
闘
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
消
防
団
を
は
じ
め
、
大
潟

村
長
な
ど
村
民
一
丸
と
な
っ
て
応
援
に
駆

け
付
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を

借
り
ま
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

■
全
国
大
会
に
出
場
し
て

指
揮
者　

吉
原　
　

忍

　

二
年
間
こ
の
仲
間
た
ち

と
や
っ
て
こ
れ
て
良
か
っ

た
。
四
五
歳
の
青
春
、
平

成
最
後
の
夏
は
最
高
だ
っ

た
。

一
番
員　

佐
藤　

真
悟

　

ご
協
力
頂
い
た
皆
様
、

二
年
間
共
に
練
習
に
励
ん

だ
仲
間
に
感
謝
で
す
。
全

国
、
楽
し
か
っ
た
！

二
番
員　

佐
藤　

寿
輝

　

全
国
大
会
に
向
け
て
二

年
間
練
習
し
て
き
た
こ
と

を
、
今
後
に
生
か
し
て
い

き
た
い
で
す
。

三
番
員　

鈴
木　
　

昇

　

今
回
初
の
全
国
大
会
の

経
験
を
、
今
後
の
人
生
に

生
か
し
て
い
き
た
い
で

す
。

四
番
員　

高
木　

茂
之

　

全
国
大
会
は
富
山
市
と

い
う
こ
と
で
、
海
の
幸
を

堪
能
し
、
体
重
が
増
量
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

補
助
員　

村
上　

直
樹

　

結
果
は
残
念
で
し
た
が

皆
様
の
協
力
の
も
と
、
全

国
大
会
で
操
法
が
で
き
た

こ
と
は
光
栄
で
し
た
。

■
上
位
の
成
績

開　会　式

会長激励あいさつ
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激励交流会ステージ激励交流会本県選手 消防応援団

谷口大潟村団長操法開始前 本県選手入場

操　法　①本県の応援席 操　法　②

高橋大潟村長激励

■
過
去
の
成
績
（
平
成
以
降
：
ポ
ン
プ
車
）

大会名 開催年度 出 場 団・成 績

第12回 平成２年 比内町第１分団 優良賞（７位)

第14回 平成６年 大潟村第３分団 準優勝（３位)

第16回 平成10年 大潟村第３分団 準優勝（２位)

第18回 平成14年 大潟村第３分団 優　　勝

第20回 平成18年 大潟村第３分団 優良賞（７位)

第22回 平成22年 大潟村第３分団 優良賞（６位)

第24回 平成26年 大潟村第３分団 敢闘賞（15位)

第26回 平成30年 大潟村第３分団 敢闘賞（16位)
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知事の伝達式

で
行
わ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
叙
勲
伝
達
後
、皇
居

に
お
い
て
拝
謁
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
者
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

□
瑞
宝
小
綬
章
（
一
名
）

　
元
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
正
監　

佐　

藤　

富　

男

□
瑞
宝
双
光
章
（
一
名
）

　

元
大
館
市
田
代
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

北　

林　

鉄　

郎

□
瑞
宝
単
光
章
（
二
三
名
）

　

元
大
館
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

安　

部　

幸　

美

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

伊　

藤　

誠　

一

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

伊　

藤　

義　

雄

　

元
由
利
本
荘
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

岡　

見　

鑛　

藏

　

元
仙
北
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

黒　

坂　

源　

助

　

元
横
手
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

黒　

沢　

孝　

一

　

元
琴
丘
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

近　

藤　

喜
久
治

　

元
由
利
本
荘
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

齊　

藤　

貞　

雄

　

元
五
城
目
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

佐
々
木　

久
米
雄

　

元
横
手
市
十
文
字
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

佐
々
木　

美　

弘

　

元
羽
後
町
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

佐　

藤　

輝　

昭

　

元
湯
沢
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

佐　

藤　

利　

夫

　

元
大
潟
村
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

柴　

田　

周　

悦

　

元
大
潟
村
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

菅　

生　

金　

作

　

元
仙
北
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

鈴　

木　

重　

藏

　

元
大
雄
村
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

壽
松
木　

俊　

一

　

元
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

鈴　

木　

尚　

一

　

元
雄
勝
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

髙　

橋　

一　

雄

　

元
由
利
本
荘
市
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

田　

口　

憲　

一

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

中　

野　

信　

一

　

元
潟
上
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

古　

戸　

敏　

弘

　

元
男
鹿
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

目　

黒　

勝
太
郎

　

元
北
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

山　

城　

克　

夫

□
瑞
宝
双
光
章
（
四
名
）

　
元
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

加　

藤　

秀　

輔

　
元
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

佐
々
木　
　
　

浩

  

元
横
手
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

佐　

藤　
　
　

茂

　
元
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

信　

太　

民　

久

□
瑞
宝
単
光
章
（
五
名
）

　

元
五
城
目
町
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

伊　

藤　
　
　

満

　

元
秋
田
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

加
賀
谷　

英　

治

　

元
に
か
ほ
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令　

佐　

藤　

松　

雄

　

元
男
鹿
地
区
消
防
一
部
事
務
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

武　

田　
　
　

悟

  

元
大
館
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

三　

政　

俊　

明

平
成
三
〇
年  

秋

の

叙

勲

第
三
一
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

平
成
三
〇
年

平
成
三
〇
年    

秋　
　

の　
　

叙　
　

秋　
　

の　
　

叙　
　

勲

第
三
一
回

第
三
一
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

平
成
三
〇
年

平
成
三
〇
年    

秋　
　

の　
　

叙　
　

秋　
　

の　
　

叙　
　

勲

第
三
一
回

第
三
一
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　

平
成
三
〇
年
秋
の
叙
勲
及
び
第
三
一
回

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者
が
一
一

月
三
日（
土
）に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
の
消
防
関
係
で
は
、
秋
の
叙
勲
で

二
五
名
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
九
名

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。一
一
月
五
日
（
月
）

午
後
二
時
か
ら
秋
田
県
正
庁
に
お
い
て
知

事
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、消
防
庁
長
官
の
伝
達
は
、秋
の
叙

勲
が
一
一
月
一
二
日（
月
）ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ

ー
ル
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
一
一
月

七
日（
水
）総
務
省（
合
同
庁
舎
第
二
号
館
）

平
成
三
〇
年  

秋　
　

の　
　

叙　
　

勲

第
三
一
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
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能代市山本郡 鹿　　　　　角

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

平成30年10月21日（日）

鹿角市十和田地区（自主防災訓練）

60人（３機関・団体）

・大雨や地震等の各種災害が発生、自主防災
組織は高等学校の防災委員に協力を要請
し、避難所の開設及び救護活動を開始し
た。

・地域の自主防災組織と秋田県立十和田高等学校の防
災委員が災害時の連携協力を図るための訓練
・避難所開設訓練、初期消火訓練
・救急訓練（ＡＥＤ取扱、防災グッズ取扱）、防災啓発

大 館 北 秋 田男鹿潟上南秋

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

平成30年11月４日（日）

八郎潟町地区

300人（18機関・団体）

・午前９時40分頃、大雨による「土砂災害
警戒情報」が発表され、避難勧告発令に
より避難開始。
・土砂災害が発生し、家屋が巻き込まれた
との通報有り。また、土砂災害箇所付近
で建物の電源がショートし火災が発生し
た。

・災害対策本部設置訓練　
・防災行政無線による伝達訓練、住民避難訓練
・ドローンによる捜索訓練
・水防訓練（積み土のう工）、水難救助訓練
・建物火災防ぎょ訓練

各地域における総合防災訓練の実施状況各地域における総合防災訓練の実施状況

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

平成30年５月24日（木）

能代市

550人（13機関・団体）

・５月24日（木）午前10時、青森県から新潟県に
かけての日本海を震源とするマグニチュード
8.7の巨大地震が発生。能代地域の震度は６
強、地震により家屋倒壊、交通事故、火災発
生。
・地震２分後に大津波警報発表、津波発生（能
代地域の最大津波高11.6ｍ、最大波到達時間
28分後）
・能代市は防災行政無線により高台への避難の
広報を実施する。  

・防災行政無線広報、避難誘導
・災害対策本部運用訓練、屋上進入訓練
・災害対応訓練（斜めブリッジ救出訓練、一箇所吊り救
出訓練、瓦礫救助訓練、火災防ぎょ訓練、応急救護所
運営訓練）

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

平成30年11月11日（日）

大館市川口地区

400人（30機関・団体）

・11月11日（日）午前８時、数日来の大雨によ
る河川の増水の状況下、川口地区蟹沢を震源
とする直下型地震が発生。大館市では震度６
強の揺れを観測し、各種の災害が発生した。

・市では、直ちに災害対策本部を設置し情報収
集したところ、河川の増水による洪水や土砂
災害の危険な箇所を確認、家屋等の倒壊や火
災が発生するなど多種の災害が発生している
状況で、防災関係機関が町内会や自主防災組
織と協働して避難、安否確認及び負傷者の救
出、救護活動などを開始した。

・市民避難訓練、情報収集訓練
　土砂洪水対処訓練、火災防ぎょ訓練
・建物倒壊救出訓練、孤立者救出訓練
・避難所（応急救護所）開設運営訓練
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由利本荘にかほ

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

平成30年９月２日（日）

由利本荘市岩城地域

800人（16機関・団体）

・北由利断層を震源とする非常に強い地震が発生

し、岩城地域では震度６弱を観測。  

・地震による家屋倒壊及び建物火災が発生している

模様。また、大型バスの交通事故により多数の傷

病者が発生している模様。

・広報訓練、避難訓練、炊き出し給水訓練、初期消火体
験、煙体験

・倒壊建物からの救出訓練、シェイクアウト訓練、避難
所運営訓練、建物火災防ぎょ訓練、協定団体による給
水訓練、多数傷病者事故対策訓練

横　　手　　市

大仙仙北美郷湯沢市雄勝郡

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

平成30年９月11日（火）

市内全域（主会場：雄勝地域）

約1,000人（29機関・団体）

・図上訓練：９月10日午後８時、横手盆地東縁帯
南部断層を震源とする震度６弱の地震が発生。
震源の深さは12㎞、マグニチュード7.1と推
定。被害状況は不明、現在も断続的な余震が発
生している。また、９月８日午後３時10分、大
雨・洪水警報が発令され現在も継続中である。

・実働訓練：９月11日午前９時、横手盆地東縁帯
南部断層を震源とする震度６強の地震が発生。
震源の深さは12㎞、マグニチュード7.4と推定。
被害状況不明、現在も断続的な余震が発生して
いる。

・災害対策本部運営訓練（図上訓練）、シェイクアウト
訓練
・街区火災防ぎょ訓練、要配慮者避難訓練
・トンネル多重事故対応訓練
・避難所開設運営訓練、炊き出し訓練、ボランティアセ
ンター開設運営検証訓練、燃料供給訓練

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

平成30年８月９日（木）

仙北市田沢湖地区

450人（37機関・団体）

・秋田駒ヶ岳では、火山活動の活発化を示す兆
候が著しくみられ、気象庁が８月９日（木）
午前９時30分、噴火レベル１から３に引き上
げる旨を発表。

・ドローンによる山頂付近の情報収集。
・各登山口を閉鎖し、登山者等に下山を促す広
報活動を開始。

・火山ハザードマップ内の要配慮者施設に対し
て避難準備、高齢者等には避難開始を指示す
る。

・ドローンによる情報収集活動等訓練
・消防団の消防積載車等による倒木除去訓練
・防災ヘリと地上部隊による災害救助活動訓練
・火山ハザード内（自主防災会、要配慮者施設）避難訓練

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

平成30年８月26日（日）

横手市横手川右岸地区

302人（38機関・団体）

・集中豪雨（土砂・水災害）

・現地対策本部運営訓練、情報収集及び伝達訓練
・避難誘導訓練（避難行動要支援者）
・給食及び給水訓練、避難所運営訓練（一時福祉避難所）
・救護訓練、土砂水害対応訓練

　平成30年度秋田県総合防災訓練は９月２日（日）、秋田県、北秋田市、県警、消防、自衛隊など
82機関から約1,600人が参加して行われました。（秋田県総合防災課）　

★秋田市支部は、災害対応のため総合防災訓練は実施できませんでした。



　№777（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成30年11月15日（毎月１回15日発行）（６)

秋田県横手市寿町１番28号
ＴＥＬ　（0182）（32）3880
ＦＡＸ　（0182）（32）0839

ホームページ　http://it-yokote.sakura.ne.jp/
E -ma i l　ykttkg@jasmine.ocn.ne.jp

第
八
期

女
性
消
防
団
員
教
育

秋
田
県
消
防
学
校

　

第
八
期
女
性
消
防
団
員
教
育
は
、
一
〇

月
二
七
日（
土
）、
二
八
日（
日
）の
二
日

間
、
秋
田
県
消
防
学
校
（
由
利
本
荘
市
岩

城
）
に
お
い
て
県
内
六
消
防
団
か
ら
一
一

名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
校
式
で
、
秋
田
県
消
防
協
会
中
田
潤

会
長
は
「
女
性
消
防
団
員
は
年
々
増
加
し

て
お
り
、
昨
年
と
比
較
し
、
女
性
団
員
を

採
用
し
て
い
る
消
防
団
は
、
三
団
増
え
二

五
団
と
な
り
、
団
員
数
も
三
六
二
人
か
ら

三
八
四
人
と
、
二
二
人
の
増
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
消

防
活
動
に
お

い
て
も
、
地

域
住
民
の
安

心
・
安
全
に

対
す
る
関
心

の
高
ま
り
な

ど
で
、
そ
の

内
容
も
多
様

化
、
専
門
化

し
て
き
て
お

り
ま
す
が
、

と
り
わ
け
女

性
消
防
団
員

に
は
、
独
り

暮
ら
し
の
高

齢
者
宅
の
訪

問
、
幼
稚
園

・
保
育
園
児

を
対
象
と
し

た
「
幼
児
防

火
教
室
」
な

ど
の
防
災
教

育
や
応
急
手

当
の
普
及
指

導
の
面
で
の
活
躍
が
、
大
い
に
期
待
さ
れ

て
い
る
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

■
研
修
内
容

　

講
話
（
県
消
防
協
会
長
）

　

消
防
活
動
訓
練
（
訓
練
礼
式
、
消
火
訓

練
、
放
水
要
領
、
ホ
ー
ス
延
長
、
結

索
要
領
、
煙
体
験
、
地
震
体
験
）

　

救
急
訓
練
（
応
急
手
当
講
習
）

　

各
団
の
活
動
紹
介
、
意
見
交
換

■
受
講
生
名
簿

　

大
館
市　
　
　

団
員　
　

藤
島　

睦
子

　

大
館
市　
　
　

団
員　
　

奈
良
美
那
子

　

八
峰
町　
　
　

団
員　
　

菊
地　

歩
美

　

八
峰
町　
　
　

団
員　
　

奈
良　

聡
子

　

由
利
本
荘
市　

団
員　
　

渡
辺
絵
美
里

　

由
利
本
荘
市　

団
員　
　

遠
藤　
　

薫

　

大
仙
市　
　
　

班
長　
　

一
色　

順
子

　

大
仙
市　
　
　

班
長　
　

佐
藤　

久
子

　

横
手
市
平
鹿　

部
長　
　

伊
勢　

睦
子

　

横
手
市
平
鹿　

団
員　
　

藤
井　

夏
美

　

湯
沢
市　
　
　

団
員　
　

今　
　

朋
子
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平
成
三
〇
年
一
一
月
三
日(

土)

、
秋
田

県
消
防
学
校
に
お
い
て
、
県
内
の
消
防
団

員
や
消
防
学
校
教
員
な
ど
一
一
名
が
参
加

し
、
「
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
教
育
訓
練
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
育
訓
練
は
、
平
成
三
〇
年
度
消

防
庁
の
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

　

当
日
は
、
肌
寒
く
感
じ
ら
れ
な
が
ら
も

天
候
に
恵
ま
れ
、
講
師
の
方
の
指
導
の
も

と
参
加
者
全
員

が
バ
イ
ク
の
構

造
や
車
体
特
性

不
整
地
走
行
時

の
姿
勢
や
注
意

点
な
ど
、
熱
心

に
受
講
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
消

防
学
校
訓
練
場

に
お
い
て
オ
フ

ロ
ー
ド
バ
イ
ク

を
使
用
し
て
運
転
操
作
を
確
認
し
ま
し

た
。発
進
停
止
や
慣
熟
走
行
、障
害
物
乗
り

越
え
な
ど
を
講
師
の
指
導
に
よ
り
体
験

し
、
通
常
の
道
路
走
行
と
は
全
く
異
な
る

こ
と
を
実
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

訓
練
に
参
加
し
た
消
防
団
員
か
ら
は「
オ

フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
の
特
性
を
体
験
で
き
て

良
か
っ
た
」、「
不
整
地
走
行
の
難
し
さ
や

特
性
を
改
め
て
理
解
で
き
た
」
と
の
意
見

が
あ
り
、
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
、
効

果
的
な
教
育
訓
練
が
行
わ
れ
た
と
感
じ
ま

し
た
。

　

今
後
も
消
防
団
員
の
災
害
対
応
能
力
の

向
上
を
図
り
、
よ
り
安
全
安
心
な
社
会
構

築
の
た
め
、
消
防
学
校
に
お
い
て
教
育
訓

練
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
関

係
機
関
の
ご
協
力
や
消
防
団
員
の
積
極
的

な
参
加
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

★
平
成
三
〇
年
度
消
防
庁
の
事
業
概
要

　

平
成
三
〇
年
度
予
算
に
お
い
て
、
消
防

団
の
装
備
・
訓
練
の
充
実
強
化
を
図
る
た

め
、
消
防
学
校
に
対
し
災
害
現
場
の
状
況

を
速
や
か
に
把
握
す
る
た
め
の
情
報
収
集

活
動
用
資
機
材（
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
、ド

ロ
ー
ン
）や
女
性
、学
生（
若
者
）で
も
扱
い

や
す
い
小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
無
償
で
貸
し

付
け
、消
防
団
へ
の
教
育
を
実
施
す
る
。

□
主
な
研
修
内
容

　

講
義　

オ
フ
ロ
ー
ド
車
両
に
つ
い
て

　
　
　
　

車
体
構
造
、
名
称
等

　
　
　
　

車
体
特
性
、
オ
ン
ロ
ー
ド
車
と

　
　
　
　

の
比
較
、
走
行
時
の
注
意
点

　

実
技　

装
備
装
着
、発
進
停
止
と
安
全
、

　
　
　
　

慣
熟
走
行

　
　
　
　

ブ
レ
ー
キ
ン
グ
、
コ
ー
ナ
リ
ン

　
　
　
　

グ
、
障
害
物
等
の
段
差
越
え

□
参
加
者
名
簿

　

能
代
市　
　

団
員　
　

小
野　

祐
太

　

井
川
町　
　

団
員　
　

鈴
木　

健
斗

　

大
潟
村　
　

班
長　
　

高
木　

茂
之

　

に
か
ほ
市　

副
団
長　

金
子　

英
紀

　
　
　
　
　
　

分
団
長　

佐
々
木
雄
一

　
　
　
　
　
　

団
員　
　

久
保　
　

渉

　
　
　
　
　
　

団
員　
　

竹
島　

和
矩

（
見
学
者
）　

　

井
川
町　
　

職
員　
　

湊　
　

政
彦

　

に
か
ほ
市　

班
長　
　

佐
藤　

拓
矢

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

　
　
　

状
況
に
つ
い
て…

総
務
省
消
防
庁

　

総
務
省
消
防
庁
で
は
、
平
成
三
〇
年
六

月
時
点
で
の
設
置
率
を
公
表
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

秋
田
県
の
設
置
率
は
、
八
一
・
五
％

で
、
前
回
（
平
成
二
九
年
六
月
時
点
の
設

置
率
：
八
一
・
三
％
）
に
比
べ
、
〇
・
二

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
都
道
府
県
の
順
位
で

は
二
〇
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
前
回
：

一
九
位
）

　

ま
た
、
全
国
平
均
は
八
一
・
六
％
で
、

最
高
が
福
井
県
の
九
五
・
一
％
、
最
低
は

沖
縄
県
の
五
八
・
一
％
。
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
の
は
一
九
都
道
府
県
、
二
八

県
が
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

◆ 秋田県の地域別設置率 ◆

地 域 名 設置率 地 域 名 設置率
秋 田 市 85％ 由利本荘市 82％
能代山本広域 90％ 湖 東 地 区 46％
横 手 市 71％ 大曲仙北広域 75％
大 館 市 86％ 北 秋 田 市 73％
男 鹿 地 区 92％ に か ほ 市 89％
湯沢雄勝広域 74％ 五 城 目 町 87％
鹿 角 広 域 85％

☆地域名は、消防本部等の略称で表記

（標本調査のため、各数値は一定の誤差を含んでいます。　　　　 ）

「
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
教
育

　
　
　

訓
練
」
を
実
施
し
ま
し
た



































＝
秋
田
県
総
合
防
災
課
＝
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十
月
十
四
日(
日)
、秋
田
市
消
防
団
本

部
班
長
木
村
綾
子
さ
ん
と
能
代
山
本
消
防

本
部
の
田
中
眞
美
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

女
性
消
防
団
員
及
び
消
防
団
活
動
に
関
心

の
あ
る
一
般
女
性
を
対
象
と
し
た
研
修
交

流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

木
村
さ
ん
か
ら
は
、
秋
田
市
消
防
団
の

取
り
組
み
や
団
員
の
待
遇
に
つ
い
て
、
そ

し
て
活
動
に
は
一
人
一
人
の
事
情
や
意
欲

に
応
じ
た
参
加
の
仕
方
が
あ
る
こ
と
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
入
団

を
考
え
て
い
る
女
性
に
と
っ
て
仕
事
と
の

女
性
消
防
団
員
研
修
交
流
会

両
立
の
不
安
が
解
消
さ
れ
た
と
感
じ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
消
防
大
学
校
「
消
防
団
活
性
化

推
進
コ
ー
ス
」
を
修
了
し
て
い
る
田
中
さ

ん
か
ら
は
、
全
国
の
消
防
団
の
現
状
や
課

題
、
様
々
な
活
動
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

近
年
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害
が
頻
発

し
、
地
域
防
災
力
の
確
保
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
担
い
手
と
し
て
、
女
性

や
学
生
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
支
部
の
女
性
消
防
団
員
は
十
月
一
日

現
在
で
二
四
名
で
す
が
、
「
消
防
団
」
を

よ
り
多
く
の
女
性
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
も
活
動
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
積
極

的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

建　　物
林　　野
車　　輛
そ の 他
合　　計
死 者 数
負傷者数

平成30年 平成29年 同期比較
１０月 累計 累計１０月 年計 １０月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

（速報値については今後訂正されることがあります）
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あいさつ　中田会長

講師　木村綾子さん

講師　田中眞美さん


